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p .......， π/2 付近における励起エネルギー
の最大値が温度の上昇と共に高エネルギー側へ移動することを指摘しているo また，上記の温度依存性は，一次元S=
1/2 反強磁性ハイゼンベルグモデルでよく記述できると考えられる現実の物質を中性子散乱を用いて精度良く測定
p .......， π 付近での傾きはほとんど温度に依存しないこと，る分散曲線の p .......， 0 , 
すれば観測可能であることを指摘しているo










磁化曲作用に加えて第 2 近接相互作用まで考慮に入れて，有限系の数値対角化により数値的に調べている o さらに，


















(1 ) 一次元 S = 1/2 反強磁性ハイゼンベルグモデ、ルの有限温度における素励起をベーテ仮説による厳密解を用いて
調べ，温度上昇に伴い素励起の分散曲線のエネルギーの最大値が増加する振る舞いを示す事を指摘している。この






(3) スピンパイエルス転移を示す CuGe03 の磁化曲線及びスピン相関関数に対する非磁性不純物効果をモデルハミ
ルトニアンを用い有限系の数値対角化によって調べている。その結果，低磁場側で不純物を含まない系よりも磁化
が現れ易く，さらに飽和磁場に至るまでの中間磁場領域においては顕著な磁化の増加が見られることを指摘してい
る o また，スピンパイエルス転移をした系においては不純物付近でのスピン相関関数が不純物を含まない系に比べ
増大する事を明らかにし，その結果に基づいて非磁性不純物をドープした CuGe03 において実験的に観測された
転移温度以下での反強磁性状態とスピンパイエルス状態との共存のメカニズムに対して理論的に有用な知見を与え
ている。
以上のように，本論文は，不純物を含む一次元量子スピン系における多体効果をベーテ仮説も用いた厳密解，及び
有限系の数値対角比などの相互作用を正確に取り扱う事ができる方法によって調べたものであり，得られた結果は理
論的に重要であるだけではなく，実験結果を解析する上でも寄与するところが多いと考えられる。また，不純物効果
と相互作用との相乗効果は低次元において興味深い振る舞いを引き起こすことが知られており，非磁性不純物が磁気
的長距離秩序を誘起する現象は，基礎科学の観点から興味深いだけではなく，応用物理学，特に磁気材料開発に対し
ても有用な知見を与えると考えられるo よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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